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○見よう見まねで挑戦
教員時代に最後に勤めた桜台小学校で、地域の人の尽

力によって始めたグリーンカーテンが校舎の３階まで伸
びるほど大きくなりました。児童たちが本当に意欲的に
取り組んでいる姿が印象に残っています。当時、見よう
見まねで学んだ知識を、定年後に家でも生かしてみよう
と思い立ったのが、グリーンカーテンを始めたきっかけ
です。新しいことに挑戦してみるのが好きなんです。

○朝起きると、窓から爽やかな風
始めた当初は、家族も「本当に育つかな」と笑ってい

ましたが、試行錯誤して段々と大きく育つようになりま
した。家族が喜んでくれているのが一番うれしいですね。
毎年少しずつ改良を重ね、今はテラスに竹を組んで２

階のベランダまで階段状に作っています。ゴーヤと色と
りどりのアサガオ、それにフーセンカズラやオキナワス
ズメウリなどをアクセントに入れています。
グリーンカーテンの効果は本当にすごいと実感してい

ます。夏の暑い日
でもエアコンをほ
とんど使わなくな
りましたし、朝起
きたとき、窓から
入ってくる風が本
当に爽やかで心地
いいんですよ。

○孫たちも大喜び
夏にはグリーンカーテンに面した庭にプールを出しま

す。日差しが強い日でもそこは涼しいので、孫たちはプ
ールで気持ちよさそうに遊び、なかなか出てきません。
そんなわけで、毎年孫たちが「ばば、いつ植えるの」と
楽しみにしています。作り始める時期を年々早め、昨年
は５月の大型連休明けごろに苗を植えました。
最近は孫たちが育成にも関心を持つようになって、水

をあげたり、「ばば、ここ枝が曲がっているよ」と教えて
くれたりと、積極的に世話をするようになりました。こ
うして楽しくエコを学べるところがいいですね。

○これからも、なくてはならない存在
グリーンカーテンは、今や生活の一部で、わが家にな

くてはならない存在です。フォトコンテストを抜きにし
ても、これからもずっと続けていきたいと思います。グ
リーンカーテンは手軽に始められますので、ぜひ多くの
人にお勧めしたいです。
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老若男女、各分野で活躍するさまざまな「四日市人」
を取材して、その人の言葉で四日市の魅力などを読
者に伝えるコーナーです。
■ＣＴＹ「ちゃんねるよっかいち」でも紹介します。
放送日時：４月11日〜５月10日

月・水・金・日 ９：30・20：30
火・木・土 12：30・20：30

■ＣＴＹ−ＦＭで毎月第２・第４日曜日放送の
「よっかいちわいわい人探訪！」でも紹介します。
放送日時：４月９日・23日 8：54・14：54

自宅でグリーンカーテン作りに取り組み、本
市が毎年実施している「グリーンカーテンフォ
トコンテスト」で３年連続最優秀賞を受賞され
た古市晶子さんにお話を伺いました。

古市晶子さん
あき こ


